
製造業 AI
未来のモ؃֤く׉を切׉拓く

㕲㕰㕲６年　　　月　　　　　日(金)開講６ 19 全６回

定員：㕲㕰名　会場：ウインクあいちӶ他

×

AIAI推進者養成講座AIAI
ＡＩ×製造業のトップ؞ン׿ーを講師に招き、 業務の棚卸か׈課題選定ֽ֦を学ֵ！

実践֧対面対話を重視したカ؟キュ؞ム構成֦、
ＡＩ経営のフזーストステップ֧し֥の؃ウ؄ウを獲得！

自社課題の解像度を上げ֥次の㕱歩をִ־出せ׊
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AI×製造業の導入事例やスタートחップの先進事例

AI 基礎知識 ・活ዿ手法

自社課題の選定や
業務棚卸しか׈
始め׊

各ӻ3:ӺӺӷӻ7:ӺӺ



２

＼　こんな方にオススメです　／

前提֭AI知識֋乏しくզ具体的֪何֨בうすׇ֯׋い֊Ւ
何֊׈手ב付けָ׊֌֊է֧いうؖיー׭֋持֥֩い方

他社֭AI֭現状֭取׉組־やֽ֣֤い֥い׊事Ւ他社課題ב聞֌
自社課題選定֪役立֥֞い方

AI推進担当ב任֥֔׋い׊֋Ւ戸惑֢֥い׊方

自社課題֭選定Ւզ業務֭棚卸しէ
巻֌込ֿէבզ他部門׈֊
一気通貫֦行いֽすՓבֽ֦

自社֭課題選定׻בー֪ؓՒզ試行
錯誤֭経験֧ב։し֥Ւ実務ַ֭
応ዿ力ב高׊׀էカע؟ュבؕ؞設

計し֥いֽすՓ

講師֧֭対話や受講者同士֭ؠץ
ープ׮ט׼カ׬׸ョンב通し֥Ւ
׊すב情報共有֩ؠח؟現場֭׉ׇ

֧֒֋֦֌ֽすՓ

■研修の特徴

現状֭把握֧研修֭進׀方

1-1

AI活ዿ֭基礎֧留意点
ӡ難易度֭見分け方֩֨Ӣ
1-2

業務ַ֭生成AI֭活ዿ֧留意点
1-3

課題֭選定：業務֭棚卸しՒ
֌姿ָ֭׊ー֭ؓ定義Ւあ׻
描֌方
1-4

ー֭ؓ選定׻：פープワーؠץ

分析֧״ー׼
AI֭ؗؠ׼使い方

2-1

生成AIב利ዿし֞׼ー״分析֧
AI֭ؗؠ׼利ዿ方法
2-2

製造業֭AI活ዿӡ生産管理Ւ
異常検知Ւ画像処理֩֨Ӣ
2-3

：ー֭ؓ見直し׻
理想֧現実֭׸ؘףプ
2-4

：פープワーؠץ
理解֭״ー׼֧׉ー֭ؓ深掘׻
／前処理

実践֭ؠ׼分析֧AIؗ״ー׼
ӡ第一段階֭ؠחי؞׽Ӣ

3-1

製造業֭AI活ዿ：
事例֧技術動向㕱
ӡםーל׭ン׽型AI֩֨Ӣ
3-2

׊׋׈得׈֊分析״ー׼
知見֭整理֧可視化
3-3

AI֭ؗؠ׼活ዿ֪։け׊留意点
ӡ失敗パ״ーン֧対策Ӣ
3-4

：פープワーؠץ
各自֭׼ー״分析֧
適ዿ֭結果֧議論ؠ׼ؗ

第㕱回 ６月㕱９日ӡ金Ӣ
１

3

製造業֭先進的֩事例֧最新֭
技術動向ב知֧֒׊֋֦֌ֽすՓ
ֽ֞ՒAI״׮ー׸ח׽プ企業֧֭
関わ׉方や留意点ב学ָֽすՓ

4

Features
■研修の内容

Curriculum

第Ӽ回 ԁ月㕱ԁ日ӡ金Ӣ 第ӽ回 Ԃ月Ӽӻ日ӡ金Ӣ

評価֧進׀方֭再検討
ӡ第二段階֭ؠחי؞׽Ӣ

4-1

৿械学習֭ؗؠ׼評価：
評価֦֮ؠיؘ׭ח行う
4-2

：品質֭重要性״ー׼
良い׼ーב״集׊׀／作׊
4-3

他社֭取׉組֭־解説֧
方׀プ企業֭見極׸ח׽ー״׮
4-4

：פープワーؠץ
各自֭׻ー֭ؓ評価֧
進׀方֭見直し

社内֪展開す׊方法

5-1

標準化・׹ーؠ化・文書化֭
重要性
5-2

社内֭他部門ב巻֌込ֿ：
ボ׸חؕ׽プ֧׸׽プכ׵ン
5-3

製造業֭AI活ዿ：技術動向㕲
ӡフ׭טカؠAIՒ世界ؗ֨֩ؠ׼Ӣ
5-4

：פープワーؠץ
第二段階֭取׉組֭־検討֧
׀ֽ֧

成果発表

6-1

׉返׉研修֭振ֽ֦֭׋֒
学ב֧֒֟ג他者֪࿿え׊
֧֦֒自分֭理解ׁ深ֽ׊
Ԁ-㕲
成果発表֧講評
ժ成果物ի発表資料
／社内プءゼン֪活ዿ

第Ӿ回 ԃ月㕱Ԃ日ӡ金Ӣ 第ӿ回 ӻӺ月㕱Ԁ日ӡ金Ӣ 第Ԁ回 ӻӻ月ӼӺ日ӡ金Ӣ

一気通貫

実務に即した応用力

一次情報の習得

事例紹介

受講期間中֮ՒSlack֓בዿ意しՒ
月֪㕱回֭講義以外֭時間ׁ֦

講師や受講者同士֦
コؔュニצー׬ョンב
取׊事֋֦֌ֽすՓ

５
ネットワーク

「標準化」と「他部門の巻き込み」手法を学び、AI の社内推進者を育成

エージェント型 AI から世界モデルまで、製造業の最新トレンドを

インプットし、「自社の現場」の課題選定へアウトプット



一般社団法人 中部産業連盟　生産 ・ 業務革新推進部　新井
〒ӾԀӻӷԂӿԂӺ 名古屋市東区白壁 ӽӷӻӼӷӻӽ　ԣԏL ： ӺӿӼӷԃӽӻӷԃԂӼӿ　ԏՁaԺՀ ： ԴԵՊԵՀՃՄԊԳhՉՇaՂՆԵՂӸՃՆӸԻՄ

中部産業連盟Hԟֽ֮֞右記Ԡԡコーؐ׉ׇ׾ーؕ؏ー׭申込؊ォー֪ؕפחセ׮い֞֟֌Ւ
必要事項を֓記入֭上Ւ։申し込־く֟֔いՓ

中 産 連 会 員 ：Ӽ㕷ӺӶӺӺӺ円ӡ税込Ӽ㕹㕷ӶӺӺӺ円Ӣ　　中産連会員外：㕳㕰ӺӶӺӺӺ円ӡ税込㕳㕳㕰ӶӺӺӺ円Ӣ
受講料

申し込־方法

問合֚先

■研修の講師

Instructor

主֩著書：
ը製造業向け人工知能講義թӡ日経ԌԟՒӼӺӼӾ年Ӣ
ը製造業֭ԋI活ዿを支え׊統計的৿械学習&深層学習թӡ日経ԌԟՒӼӺӼӺ年Ӣ
ը事例ӵ演習֦学ぶ৿械学習：׭؈ネ׮を支え׼׊ータ活ዿ֭しく־թӡ森北出版ՒӼӺӻԀ年Ӣ

略歴：
ӻԃԂӻ年Ւ東京大学大学院工学系研究科ӡ৿械工学専攻Ӣ修士課程修了Փ
通商産業省ӡ現・経済産業省Ӣ工業技術院 電子技術総合研究所֪入所しՒࣿ声認識やパターン認識֭研究֪従事Փ
そ֭後Ւカーネףーؖロン大学ӡ米国ӢՒ؊؞ン׮国立科学研究院ӡԍNԡԢӢ֭客員研究員を経֥ՒӼӺӺӼ年ׇ׉岐阜
大学工学部教授を務׊׀ՓӼӺӼӻ年Ӿ月֊׈ӼӺӼԀ年ӽ月ֽ֦上級研究員֧し֥従事しՒ同Ӿ月֊׈招聘研究員Ւ
ӼӺӼ㕵年㕱㕱月֪プ؞ネ؞׽׸ーニンץ株式会社を設立しՒ代表を務׊׀Փ

単֩׊理論家֦֮֩くՒ製造現場ӡ؊׭טカؠӢַ֭ԋI実装֪精通し֥։׉Ւ
現場֭׼ータ֊֨׈う価値を生ֿ֊֧いう実践的֩指導֪定評֋あ׊Փ
近年֮զ物理世界ַ֭ԋI׽؊׬էやզ生成ԋI֭業務適ዿէを׻ー֪ؓՒ多く֭
企業研修やセؔ׿ー֦登壇Փ
難解֩最新技術をՒ現場視点֦噛־砕い֥解説֘׮׊タ֮ؠיՒ経営層֊׈
実務担当者ֽ֦幅広い支持を集֥׀い׊Փ

全 㕶 回 　 い ֙ ׋ ׁ 㕱 㕳 ： 㕰 㕰 ～ 㕱 㕷 ： 㕰 㕰
［ 第 㕱 回 ］ 㕲 㕰 㕲 㕶 年 㕶 月 㕱 㕹 日 ӡ 金 Ӣ 　 会 場 ： ウ י ン פ あ い ֠ ӡ 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 Ӿ 丁 目 Ӿ ӷ ӽ Ԃ Ӣ
［ 第 㕲 回 ］ 㕲 㕰 㕲 㕶 年 㕷 月 㕱 㕷 日 ӡ 金 Ӣ 　 会 場 ： ウ י ン פ あ い ֠
［ 第 㕳 回 ］ 㕲 㕰 㕲 㕶 年 㕸 月 㕲 㕱 日 ӡ 金 Ӣ 　 会 場 ： ウ י ン פ あ い ֠
［ 第 㕴 回 ］ 㕲 㕰 㕲 㕶 年 㕹 月 㕱 㕸 日 ӡ 金 Ӣ 　 会 場 ： ウ י ン פ あ い ֠
［ 第 㕵 回 ］ 㕲 㕰 㕲 㕶 年 㕱 㕰 月 㕱 㕶 日 ӡ 金 Ӣ 　 会 場 ： ׹ ׾ י コ ӡ 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 ӽ ӷ Ӽ ӻ ӷ ԁ  名 古 屋 三 交 ؈ ؠ Ӽ Ԑ Ӣ
［ 第 㕶 回 ］ 㕲 㕰 㕲 㕶 年 㕱 㕱 月 㕲 㕰 日 ӡ 金 Ӣ 　 会 場 ： ׹ ׾ י コ

※ 請 求 書 ・ 受 講 票 を 開 催 日 㕱 ～ 㕲 週 間 前 ֪ Ւ ։ 申 込 ־ 責 任 者 様 宛 ֪ 発 送 い ֞ し ֽ ֘ Փ
※ 前 日 ・ 当 日 ֭ ע ャ ン セ ؠ ֮ ֓ 容 赦 く ֟ ֔ い Փ ֓ 都 合 ֋ 悪 く ֩ っ ֞ 場 合 ֮ Ւ 下 記 担 当 者 ֽ ֦ ֓ 連 絡 く ֟ ֔ い Փ
※ 本 講 座 ֦ ֮ 講 師 ַ ֭ 質 問 Ւ 疑 問 解 決 や 情 報 交 換 ֪ Ԣ Հ a Գ k を 使 ዿ し ֽ ֘ Փ

開催詳細

速水 悟 氏

早稲田大学؟ץーン・コン؉ューט׻ンؕ׻׮׬・ץ研究৿構
／プ؞ネ؞׽׸ーニンץ株式会社　代表・博士ӡ工学Ӣ

日本֭ԋI研究֭黎明期֊׈最前線を走׉続け׊Ւ
զ製造業×ԋIէ֭׸׽プ؞ン׿ー֊׈学ָ׊Փ


